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従業員数

（人）

子
会
社
売
却
益
、
買
収
企
業
の
増
益

で
史
上
最
高
の
利
益
を
上
げ
る

日
立
の
２
０
２
２
年
３
月
期
の
決
算
と
２
０
２
４
年

中
期
経
営
計
画
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
売
上
は
１
０
兆

２
６
４
６
億
、
当
期
純
利
益
は
過
去
最
高
の
５
８
３
４

億
円
で
す
。
売
上
で
は
日
立
Ａ
ｓ
ｔ
ｅ
ｍ
ｏ
、
元
Ａ
Ｂ

Ｂ
社
の
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ト
事
業
。
利
益
は
日
立
化
成
と

日
立
ヘ
ル
ス
ケ
ア
の
売
却
益
が
押
し
上
げ
ま
し
た
。

今
年
度
も
日
立
金
属
、
日
立
建
機
、
日
立
物
流
な
ど

の
売
却
益
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

日
立
の
従
業
員
・
売
上
の
内
外
比
が

逆
転
す
る

経
営
指
標
で
気

に
な
る
の
は
、
海

外
生
産
・
売
上
比

率
と
国
内
外
の
子

会
社
数
・
従
業
員

の
比
率
で
す
。
２

０
１
４
年
と
比
べ

る
と
国
内
子
会
社

数
は
２
８
４
社
か

ら
１
５
７
社
に
激

減
、
海
外
子
会
社

数
は
６
７
５
社
か

ら
６
９
６
社
と
ほ

ぼ
横
ば
い
と
比
べ

る
と
国
内
子
会
社

を
売
却
な
ど
で
切

り
捨
て
て
き
た
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

従
業
員
の
国
内
外
比
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
国
内
で
は

１
９
万
５
６
９
７
人
か
ら
１
５
万
６
７
６
８
人
と
約
４

万
人
減
ら
す
一
方
で
、
海
外
で
は
１
２
万
７
３
２
２
人

か
ら
２
１
万
１
４
７
９
人
と
８
万
４
千
人
も
増
や
し
て

い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
売
上
比
は
、
国
内
の
５
５
％
か

ら
４
０
・
８
％
に
激
減
し
ま
し
た
。

日
立
は
日
本
社
会
の
発
展
に
貢
献
し

て
下
さ
い

日
立
は
、
前
の
経
団
連
会
長
を
長
年

務
め
、
会
長
の
東
原
敏
昭
氏
は
、
昨
年

の
日
本
電
機
工
業
会
会
長
に
続
き
、
今

年
は
日
本
機
械
工
業
連
合
会
会
長
に
任

命
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
の
電
機
、
機
械

産
業
を
リ
ー
ド
す
る
役
職
を
ま
か
さ
れ

て
い
る
企
業
が
、
儲
け
る
た
め
に
国
内

産
業
を
縮
小
、
切
り
捨
て
、
海
外
で
商

売
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
日
立
の
企
業
理
念

は
「
優
れ
た
自
主
技
術
・
製
品
の
開
発
を
通
じ
て
社
会

に
貢
献
す
る
」
で
す
。
国
内
生
産
、
販
売
か
ら
軸
足
を

海
外
に
移
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
「
社
会
に
貢
献
で
き

る
」
の
で
し
ょ
う
か
。

ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
を
掲
げ
な
が
ら

高
齢
者
雇
用
に
は
背
を
向
け
る
日
立

昨
年
４
月
、
改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
で
は
６
５
才
～
７
０
才
ま
で
の
安

定
し
た
雇
用
を
確
保
す
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
高
年
齢
者
就
業
確

保
措
置
を
定
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
立
は
今
春

闘
で
組
合
へ
の
回
答
で
小

島
社
長
は
高
齢
者
雇
用
に

つ
い
て
「
職
務
と
人
事
の

マ
ッ
チ
ン
グ
が
不
可
欠
」

と
切
り
捨
て
ま
し
た
。
こ

の
法
令
に
基
づ
き
６
５
才

以
降
の
就
業
を
求
め
た
労
働
者
に
対
し
雇
用
継
続
は
し

な
い
と
事
実
上
の
解
雇
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
改
正
高
齢
者
雇
用
安
定
法
は
、
７
０
歳
ま
で
の

雇
用
は
「
努
力
義
務
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

日
立
は
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
の
指
導
原
則
」
を
い
ち
早

く
採
用
し
た
企
業
が
一
年
前
に
法
令
が
施
行
さ
れ
て
い

な
が
ら
、
法
令
を
無
視
す
る
態
度
は
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
「
ビ
ジ
ネ
ス
と
人
権
」
で
は
、
国
内

法
の
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
は
国
際
的
に
認
め
ら
れ
た
範
囲
ま

で
引
き
上
げ
実
施
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
努
力
義
務
は

グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
で
す
。
当
然
法
律
を
守
る
と
宣
言
す
る

企
業
は
、
努
力
義
務
を
実
行
す
る
よ
う
に
す
べ
き
で
す
。

最
低
賃
金
程
度
で
働
く
労
働
者
に

利
益
の
還
元
を

日
立
は
、
電
機
産
業
の

中
で
も
ト
ッ
プ
企
業
で
す
。

２
２
春
闘
で
も
「
満
額
回

答
」
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ

が
日
立
グ
ル
ー
プ
で
働
く

人
で
最
低
賃
金
と
変
わ
ら

な
い
賃
金
で
働
い
て
い
る

人
が
多
数
い
ま
す
。
60
歳
定
年
後
に
再
雇
用
で
日
立
Ｂ

Ｓ
（
日
立
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ー
ビ
ス
）
で
フ
ル
タ
イ

ム
働
く
労
働
者
は
、
月
給
が
１
６
万
１
９
０
０
円
で
す
。

Ｕ
Ｍ
Ｃ
Ｕ
で
同
様
に
再
雇
用
で
働
く
労
働
者
も
月
給
は

同
額
で
す
。
時
給
で
見
れ
ば
１
千
十
数
円
で
す
。
高
卒

初
任
給
（
１
７
万
３
千
円
）
よ
り

低
い
賃
金
で
す
。
海
外
で
あ
れ
ば

こ
ん
な
こ
と
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。

利
益
や
内
部
留
保
は
十
分
過
ぎ
る

ほ
ど
あ
り
ま
す
。
低
賃
金
で
働
く

労
働
者
に
利
益
を
還
元
す
べ
き
で

す
。

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ

イ
ナ
侵
略
戦
争
を
止
め

さ
せ
よ
う
！

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
働
く
日
立
グ
ル
ー

プ
の
社
員
と
家
族
の
安
全
を
守
る

こ
と
は
最
優
先
課
題
で
す
。
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争

を
早
く
止
め
さ
せ
る
た
め
「
ロ
シ

ア
は
国
連
憲
章
を

守
れ
」
の
声
を
職

場
内
外
に
広
げ
ま

し
ょ
う
。
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日
立
が
発
表
し
た
２
０
２
２

年
３
月
期
の
連
結
決
算
は
、

純
利
益
は
過
去
最
高
の
５
８

３
４
億
円
で
２
期
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
ま
し
た
。

今
期
は
６
０
０
０
億
円
の
見

通
し
で
す
。
売
上
高
、
利
益

に
寄
与
し
た
の
が
、
Ａ
Ｂ
Ｂ

の
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
事
業
を

買
収
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
部
門
、

米
グ
ロ
ー
バ
ル
ロ
ジ
ッ
ク
を

買
収
し
た
Ｉ
Ｔ
関
連
事
業
部

門
な
ど
で
す
。

日
立
は
「
２
０
２
１
中
期

経
営
計
画
」
で
、
コ
ス
ト
構

造
の
見
直
し
、
収
益
力
強
化
、

事
業
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
改
革

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
経
営
戦
略
は
、
自
前

の
事
業
拡
大
で
は
な
く
、
国

内
事
業
を
売
却
し
、
そ
の
売

却
利
益
で
海
外
企
業
を
買
収

し
て
、
売
上
拡
大
、
利
益
増

大
を
実
現
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
間
、
売
上
高
は
８
兆

～
１
０
兆
円
で
推
移
し
ま
し

た
が
、
事
業
の
中
身
は
国
内

中
心
か
ら
海
外
中
心
の
「
別

物
」
と
化
し
ま
し
た
。

日
立
の
利
益
第
一
の
リ
ス

ト
ラ
経
営
は
、
国
内
の
雇
用

や
地
域
経
済
に
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
事
業
撤

退
し
た
地
域

で
は
、
地
域

経
済
の
衰
退

や
人
口
流
出

も
起
き
て
い

ま
す
。

「
２
０
２
４
中
期
経
営
計

画
」
で
も
、
「
営
業
利
益
率

が
10
％
に
届
か
な
い
事
業
は

入
れ
替
え
る
。
大
き
な
構
造

改
革
は
終
わ
っ
た
が
、
改
革

の
手
は
緩
め
な
い
」
と
し
て

い
ま
す
。

日
立
の
利
益
は
、
株
主
や

役
員
報
酬
、
内
部
留
保
中
心

に
向
け
ら
れ
、
従
業
員
や
社

会
へ
の
還
流
は
極
め
て
不
十

分
で
す
。

２
０
２
１
年
３
月
期
の
役

員
４
４
人
に
対
す
る
報
酬
総

額
は
４
４
億
６
８
０
０
万
円
、

１
億
円
以
上
の
報
酬
を
得
た

役
員
は
１
５
人
で
、
日
本
企

業
で
１
位
で
す
。

内
部
留
保
は
、
３
兆
６
５

８
６
億
円
（
２
０
２
２
年
３

月
期
・
前
年
か
ら
４
３
０
０

億
円
積
み
増
し
＝
日
立
懇
試

算
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
日
立
の
年
齢
別
の

最
低
保
障
賃
金
は
、
４
０
歳

以
上
が
２
３
万
１
５
０
０
円

の
低
賃
金
で
す
。

日
立
は
、
企
業
活

動
全
体
を
通
じ
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）
の
達

成
に
貢
献
す
る
と
公

表
し
て
い
ま
す
。

グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
に
ふ
さ

わ
し
く
、
巨
額
な
利
益
を
従

業
員
や
社
会
に
還
元
し
、
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
が
目
指
す
「
誰
一
人

取
り
残
さ
な
い
社
会
の
実
現
」

に
向
け
て
社
会
貢
献
す
べ
き

で
す
。

そ
れ
が
、
「
優
れ
た
自
主

技
術
・
製
品
の
開
発
を
通
じ

て
社
会
に
貢
献
す
る
」
持
続

可
能
な
企
業
活
動
に
な
る
で

し
ょ
う
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
働
き
方

事
業
本
部
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
よ
る
と
、
「
在

宅
中
心
の
働
き
方
」
か
ら
「
必
要
な
出
社
と
在

宅
を
自
由
に
選
択
で
き
る
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
働

き
方
」
に
大
き
く
モ
ー
ド
チ
ェ
ン
ジ
を
し
て
行

き
ま
し
ょ
う
、
と
あ
り
ま
し
た
。
職
場
で
は
、

フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
化
に
よ
る
座
席
数
が
極
端
に

少
な
い
の
で
、
心
配
？

（
Ｄ
Ｓ
Ｓ
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
）

（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
グ
ル
ー
プ
全
員
に

中
計
達
成
記
念
一
時
金

（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｌ
）
は
２
０
２
１
中
計
の
予
算

達
成
を
記
念
し
た
特
別
一
資
金
３
万
円
を
４
月

に
支
給
し
ま
し
た
。
会
社
の
通
達
で
は
「
２
０

２
１
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、
（
Ｈ
Ｉ
Ｓ
Ｏ

Ｌ
）
Ｇ
ｒ
連
結
で
の
予
算
達
成
を
記
念
し
た
、

特
別
一
時
金
を
支
給
し
、
業
績
貢
献
に
寄
与
し

た
従
業
員
各
位
へ
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、

来
た
る
２
０
２
４
中
期
経
営
計
画
に
お
い
て
、

更
な
る
飛
躍
に
繋
げ
ら
れ
る
よ
う
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
喚
起
す
る
。
」
と
の
こ
と
で
す
。

一
時
金
支
給
は
嬉
し
い
の
で
す
が
、
も
っ
と

頑
張
れ
と
言
わ
れ
て
複
雑
な
心
境
で
す
。

（
日
立
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
）

国
内
業
務
の
確
保
で
安
定
し
た
雇
用
を

日
立
事
業
所
は
Ａ
Ｂ
Ｂ
の
買
収
以
降
、
特
に

国
分
工
場
の
作
業
量
確
保
が
で
き
て
お
ら
ず
、

従
業
員
の
出
向
と
転
籍
が
続
い
て
い
る
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
セ
ク
タ
ー
は
目
標
通
り
の
利
益
率
を
達

成
し
て
お
り
、
こ
の
利
益
を
地
域
に
還
元
し
、

従
業
員
に
安
定
し
た
雇
用
を
提
供
し
て
欲
し
い
。

海
外
企
業
の
買
収
に
よ
る
利
益
確
保
ば
か
り

で
は
な
く
、
国
内
で
の
業
務
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

（
日
立
事
業
所
）

感
染
対
策
の
弊
害

コ
ロ
ナ
禍
の
感
染
対
策
で
「
大
人
数
で
の
会

食
禁
止
」
と
い
う
通
達
が
出
て
以
降
、
職
場
の

飲
み
会
が
な
く
な
っ
て
も
う
２
年
が
経
つ
が
、

そ
れ
に
巻
き
込
ま
れ
る
形
で
、
新
入
社
員
た
ち

の
歓
迎
会
な
ど
も
開
け
な
く
な
り
、
そ
の
点
で

は
気
の
毒
に
思
い
ま
し
た
。
個
人
的
に
行
く
の

は
止
め
ら
れ
て
い
な
い
が
、
他
職
場
の
感
染
事

例
の
よ
う
に
、
万
が
一
そ
れ
が
き
っ
か
け
で
感

染
さ
せ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
危
険

を
思
う
と
中
々
声
を
か
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

勤
務
中
は
マ
ス
ク
、
保
護
メ
ガ
ネ
常
時
着
用

で
顔
が
覆
わ
れ
、
遠
目
に
は
誰
な
の
か
判
別
が

つ
か
ず
ど
ん
な
素
顔
で
、
ど
ん
な
表
情
で
仕
事

を
し
て
い
る
の
か
も
わ
か
ら
な
い
新
人
も
い
ま

す
。
一
刻
も
早
く
コ
ロ
ナ
禍
の
日
々
が
終
わ
る

の
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

（
日
立
金
属
）

職
場
で
の
雑
談
も
大
切

自
社
は
メ
ン
タ
ル
の
罹
患
率
を
下
げ
た
い
と

い
う
強
い
意
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
こ
の
為
、

所
属
の
課
で
は
、
課
会
後
に
雑
談
タ
イ
ム
が
設

け
ら
れ
、
雑
談
を
し
て
い
ま
す
。
仕
事
関
連
の

話
題
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
全
く
の
関

係
な
い
苦
笑
が
漏
れ
る
よ
う
な
話
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
、
仕
事
と
関

係
な
い
会
話
を
し
に
く
い
こ
と
も
あ
り
、
何
気

な
い
会
話
の
重
要
性
を
感
じ
て
い
る
こ
の
頃
で

す
。

（
日
立
社
会
情
報
サ
ー
ビ
ス
）

「
ジ
ョ
ブ
型
」
…
イ
メ
ー
ジ
が
全
く
わ
か
な
い

今
後
、
会
社
が
ジ
ョ
ブ
型
に
な
る
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
全
く
わ
か
な
い
。
２
月
に
月
報
者
向

け
に
説
明
会
が
あ
っ
た
け
ど
、
参
加
者
か
ら
の

質
問
に
対
す
る
人
事
の
回
答
も
イ
マ
イ
チ
。
部

下
か
ら
タ
レ
ン
ト
レ
ビ
ュ
ー
に
つ
い
て
聞
か
れ

て
も
答
え
ら
れ
ず
困
っ
て
い
る
。

（
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ
）

日立はSDGｓで社会貢献を

経産省主催「コーポレート・ガバナンス・システム研究会」の

第３回ＣＧＳ研究会（第３期）の日立製作所のプレゼンテーション資料


